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★マリガヤハウス便り★ ★河野 尚子★

皆様、こんにちわ。いかがお過ごしでしょうか。先日久しぶりの台風が

北ルソン地方を通過したため、マニラ首都圏は豪雨に見舞われました。

豪雨は二日間続き、大雨洪水警報の出ていた首都圏と周辺州は冠水し

てしまいました。毎年恒例の冠水ではありますが、やはり避難生活を強い

られ大変な状況に陥る地域も多いので、これ以上台風が来ないことを願う

ばかりです。さて、フィリピンはBER–MONTHに入り、クリスマスソングが流

れ、クリスマスパロルが路上で売られるようになりました。子ども達も今年の

クリスマスプレゼントを考え始めているかもしれません。

【アイセックインターンズ活動紹介】

上智大学外国語学部1年山本美範です。私は翻訳、法律関係という内容に興味があったことと、

日本人が大きく関わるJFC問題について現地で日本人として知って考えてみたいと思い、インターン

に参加することにしました。

東京外国語大学言語文化学部1年の行木彩花です。大学の講義でJFC問題を知り、JFCとその母

親の生の声を聴きたいと思うと同時に少しでも役に立てたらと思い、マリガヤハウスでのインターンを

決めました。

東北大学工学部2年の土屋敦司です。発展途上国でボランティアをするのは、小学生からの夢で

した。短い期間ですがインターンとして問題解決に少しでも協力したいと思い参加を決意しました。

筑波大学社会・国際学群国際総合学類2年の小林沙英です。マリガヤハウスでインターンをした

いと思ったきっかけは、社会におけるマイノリティーやそ

の人たちの人権に対して問題意識があり、その中でも日

本と深くかかわりのあるJFCに興味をもったからです。ま

た、現在学んでいる発展途上国でのNGO運営や支援

を現場で学んでみたいと思ったからです。

青山学院大学経済学部4年の木村文紀です。マリガヤ

ハウスに来たきっかけは、大学の後輩のインターン体験

談を聞いた事です。1人っ子で、日本という恵まれた環

境で育った為、1度先進国を離れ、発展途上国で懸命

に生きる人々の暮らしを見て実感してみたかったからです。

＜活動報告＞

現在の私達の主な仕事は、JFCの国籍取得申請に必要な

書類の翻訳作業です。書類によっては法律用語、医療用語

など知らないことばかりのため複雑で、難しいと感じます。また、

フィリピンの地名や人の名前をカタカナに訳すときも正式なも

のにすべて統一させなければならず大変でした。しかし、翻

訳された書類は大使館に提出したり、裁判で使われたりと重

要な役割を果たすので、常に丁寧で正確な作業が求められ

ます。私達はまだミスも多く、チェックを受けてから印刷をする

までには何度もやり直しをしています。ですが、子どｊもたちの幸せのために自分達が出来る事として、

時間はかかりますが、日々懸命に翻訳作業に取り組んでいます。

左から土屋、行木、木村、小林、山本
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さらに、印象的な作業として国籍取得届に記入する

JFCの日本語名、多くの場合はJFCの名前にあてはめ

る漢字を考える仕事があります。最初は親でも本人で

も知り合いですらない自分達が考えてもいいものなの

かなと戸惑いました。しかし、このような機会を滅多に

無い素晴らしい経験と受け止め、素敵な意味のこもっ

た名前を贈ろうと楽しく悩んでいます。

書類が完成した後は、国籍申請のためにJFCと日
本大使館へ一緒に訪れました。大使館で受付を待ち

椅子に座っている間は、自分達もJFC以上に緊張し高揚していました。最後までミスがないか不安だ

ったのですが、大丈夫だったようでほっとしました。国籍申請が終わった後に、JFCから笑顔で「ありが

とう」と言われたときは感動し、自分の翻訳の苦労が一気に吹っ飛んだ気がしました。取得した日本国

籍を有効に使って、JFCがこれから幸せな人生を歩んでくれたらとても嬉しいです。

国籍申請以外の他の仕事として、2週間に1度程JFCの家庭訪問を行います。住居、家族構成と

いった家庭環境、主な収入源、家賃や水道光熱費といった経済状況、子どもの健康状態や学業成

績をヒアリングし、日本の父親に伝えるのが目的です。私達は、今まで3つの家庭を訪問しましたが、

どの家庭もトライシケルでの送迎や素晴らしい家庭料理のおもてなしをして頂きました。日本人とは辛

い経験があったはずなのに、どのフィリピンの方も温かく迎えてくれて、彼らの心の広さを感じました。

インタビューを通してどの家庭も、子どもの学費を悩み事にあげていました。最も印象的だったのは、

先週にあるJFCの家庭を訪問したときのことです。その家庭のJFCは小学生の男の子で、家にあるた

った1冊の日本語の本で熱心に日本語を学んでいました。何故日本国籍を取りたいのかと尋ねた時

に、「お父さんに会うために、日本に渡航しやすくなるから。」と答えてくれました。父親に会ったのは5
歳で、覚えていないですが、たかいたかいをして遊んでくれたそうです。日本国籍を取得したい理由

をJFCから聞けた事により、今まで以上に仕事にやりがいを感じる事が出来ました。

また、最近の家庭訪問では、日本語教室のデリバリーも始めました。理由としては、日本語を学び

たいと思っているJFCは多く、通常土曜日にマリガヤハウスで日本語教室は開催されていますが、交

通費や学業で参加が難しいという現状を聞いたためです。上記で説明した小学生の男の子の家庭

訪問でも日本語教室を開催しました。表にひらがなとそ

のローマ字表記、裏に英語とタガログ語を書いた挨拶練

習用のカードや「あいうえお表」、自己紹介練習の準備を

していきましたが、彼は日本語を学びたいという強い意

志を持っており、日々学習しているとのことだったので、

用意した基本的な挨拶や自己紹介の練習をした後は、

主に彼の教科書を一緒に進めました。彼が日本に行き

たい、父親に会いたいという思いから一生懸命日本語を

学んでいる姿を見て、限られた時間の中で充実した日本語教室を開催したいという思いがより強くな

りました。また、今回の訪問で、既に学習を始めているJFC向けの教材も必要だということがわかった

ので、今後は様々なレベルの子に対応できるような準備をし、その上で本人が学びたいことを優先さ

せる柔軟な日本語教室を展開していきたいです。残されたインターンの中で、より多くのJFCに日本

語を教え、日本語を好きになってもらえるように家庭訪問での日本語教室は今後も続けていきたいと

思っています。
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そしてインターン生で一生懸命準備を進めている大き

なイベントが、ワークショップです。このワークショップは、

JFCと母親の計8組を招待して9月14日の日曜日に開催

する予定です。コンセプトは“ASteptotheFutureTogether”で
す。由来は、ワークショップをきっかけに母親と子供が協力

し未来に一歩踏み出して欲しいという思いからきています。

それを達成するために、午前中には自己分析と母親の分

析を通して、将来設計をしてもらうセッションをし、将来何を

したくて、それを達成するのにはどうすればいいのかを考え

ます。その際に社会人のJFCの方をお呼びしてアドバイスをいただいたり、彼女の経験を話してもらっ

たりする予定です。そして午後は、子供と母親がお互いのことを改めて考え直し、共に達成したい目

標を皆の前で宣言してもらうセッションを行います。お昼には日本の思い出作りの一環でインターン

生による日本食のお昼も用意する予定なので、毎日お昼は料理の練習をしています。現在は5人で

企画を作り、そしてそれに対するワークシートや進め方など細かい部分を決めています。残り期間少

ないですが、皆でどうすれば子供や母親にとって1番いいワークショップになるのかを考えています。

“ASteptotheFutureTogether”ができるように残り少しの時間で準備を頑張ります！

マリガヤハウスの主な活動

2014年6月
 JFCネットワーク奨学生・ソロプチミスト奨学生・在日フィリピン大使館奨学生合同会

議を開催。

 認知後の国籍申請のため在比日本大使館を訪問。

 ダバオ市COW事務所にてDNA鑑定実施。

 新規クライアント受理前にオリエンテーションを開催。

 新規クライアント登録会議を開催。

2014年7月
 JFCネットワーク奨学生・ソロプチミスト奨学生・在日フィリピン大使館奨学生合同会

議を開催。

 認知後の国籍申請のため在比日本大使館を訪問。

 新規クライアント受理前にオリエンテーションを開催。

 新規クライアント登録会議を開催。

 認知・養育費請求裁判を起こす母子達への法的オリエンテーションを開催。

2014年8月
 JFCネットワーク奨学生・ソロプチミスト奨学生・在日フィリピン大使館奨学生合同会

議を開催。

 認知後の国籍申請のため在比日本大使館を訪問。

 ローカスから依頼されたDNA鑑定実施。

 新規クライアント受理前にオリエンテーションを開催。

 新規クライアント登録会議を開催。

 青山学院大学、東京外語大学、東北大学、上智大学、筑波大学からのアイセックイン

ターンを受け入れ

 JFCネットワーク東京事務所主催スタディツアー受け入れ。


